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し
し
、
「
文
治
派
催
～
如
の
一
滋
伎
と
認
め
フ
ん
を
歓
迎
」
ず
る
ー
も
の
で
ゐ
っ

、
？
れ
に
付
し
て
、
弁
務
省
は
ジ
コ
弘
ゾ
の
述
盟
代
去
の
徐
州
洋
r
七
に
宛
て
て
、
「
芦
H
＃
刊
の
演
一
抗
を
汁
L
て
恰
も
政
友
会
が
現
門

反
汁
ァ
る
が
釦
く
引
川
叩
刊
f

一L
J
u
u
の
あ
る
や
に
見
交
け
ら
る
、
？
わ
υ

た
し
て
断
る
、
｝
乙
h
f
L
渋
川
併
な
か
ら
ん
ご
ど
zぜ
rム

ふ」

ζ

の
電
報
害
発
し
て
泌
乳
の
収
拾
げ
い
ψ
i
f
ハ
ゥ
た

U

潤
ま
ん
一
、
松
同
川
マ
hJ
直
長
抗
議
九
一
千
円
心
人
件
A
t
支出
J
U
、

一
ジ
ユ
不
l
フ
に
お
け
る
帝
一
司
代
表
げ
か
不
必
民
に
強
仮

～
背
広
を
け
し
た
わ
と
の
次
惑
的
、
張
hγ

一んはし
f
ハ
れ
り
と
の
報
道
は
断
じ
て
そ
ん

J

事
実
芯
し
一
〉
一

問
問
演
説
の
山
々

士
号
出
の
わ
叫
刊
一
が
止
一
国
心
前
大
利
害
に
比
11
る
も
の
で
あ
る
と
ら
ば
、
込
は
針
間
引
と

L
て

、
ほ
と
ん
ど
前
門
や
倣
M
ず
る
よ
う
ほ
弁
明
古
川
れ
い
ら
れ
す
す

に
は
、
〆
行
牒
士
、
内
閲
か
、
り
の
政
権
川
満
授
受
令
自
決
す
る
政
友
会
幹
却
に
よ
る
断
力
も
あ
っ
一
ん

日
、
説
会
で
釈
判
を
ぷ
め
ら
れ
た
吉
田
は
、

脱
退
す
べ
き

い
の
芦
R
C
弁
明
心
苛
長

と
の
撞
凶
口
で
お
っ

こ
の
下
で
つ
｝
山
、

正

式
同
町、
i坐
迎;'fc, 
マE
rη 

i亙
主乙
門
町、
μ 

司、
ベ」
れJ

j:!, 
↑去
の
r当

｛主
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同
性
か
に
古
ノ
停
泊
I
M

渦
件
凶
の
パ
は
l
y
一JV
℃
存
必
ず
る
よ
う
同
な
っ
た
c

し
か
L

、
乍
入
，
パ
4

が
円
以
誌
の
芦
匹
心
外
交
品
一
昨
検
一
川

仁ド i主JG*I民政i'i~J: ーノC:.'

す
る
と
、
彼
が
出
Md
に
満
叶
凹
JK
容
認
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
c

内
川
は
、
事
変
JT〕
円
孫
述
削
川
の
制
組
み
の
山
で
前
町
決

す
く
き
で
あ
る
と
考
え
て
釘
り
、
凹
際
連
盟
脱
退
に
同
校
役
立
さ
反
対
の
安
勢
ケ
貫
主
、
外
務
省
の

H
刻
会
一
批
判
、
ζ
～の

E
あ
ゐ
し

芦
司
川
の
弁
明
か
っ
ヶ
月
伐
の
一
九
二
一
一
年
月
凶
戸
、
逮
民
本
打
表
向
は
込
山
垣
見
約
弟

t

止
条
第
凶
凶
ノ
に
仲
れ
い
づ
く
報
心
け
さ
の

採
択
を
受
け
て
述
間
臨
時
総
会
の
議
場
か
り
返
場
L
、
司
、
月

L
〕

？

、

日
｝
際
連
悶
説
法
Jvr凡
J

件
と
し
つ
つ
、
地
域
茶
の
市
川
叫
に
よ
〉
て
な
お
も
同
際
述
内
、
〕
主
γ
、J
ア
同
際
秩
チ
」
を
河
川
北
づ
け
る
こ
エ
J
Y

防
収
市
出
し
ど
い
く
「
と
に
な
る
り
ゃ
あ
る

U



r日

治

同
如
何
迷
叫
川
脱
退
ぶ
絞
い
お
け
る
閉
山
ア
ジ
ア
回
一
パ
河
川
枚
出
構
柄
、

J拘
ザ
内
州
事
変
以
伎
の
坑
マ
ジ
ア
に
お
け
る
同
際
決
げ
を
模
台
す
る
助
き
と
し

て
き
ヒ
の
が
対
域
こ
ま
刊
さ
あ
う
た

J

対

域

義

J、
円問

は
、
満
州
事
公
に
よ
っ
て
孤
J
V
ナ
し
て
い
上
本
外
交
乙
国
際
述
辺
を
中
心
／
一

f
o
d
H遍
的
問
絞
秩
序
乙
を
媒
介
ず
J

る
七
め
の
概
ム
な
い
し
し

こ
の
代
表
的
な
論
者
と
し
て
政
市

PZ告
の
総
山
政
埠
か
VTげ
ら
孔
る
n

住
戸
田
も
ま
た
、
こ
う
7
ご
、
抗
妓
義

ぬ
L
三
も
り
で
あ

f
J

の
論
述
に
よ
っ
て
満
州
問
題
を
普
設
的
凶
i

際
杉
本
心
中
に
依
出
づ
け
よ
hn

子
I
J
γ
n

し
か
し

よ
く
日
ら
れ
て
い
司
る
1uh
つ
に

品
川
山
ら
の
附
域
ヒ
ノ
交
の
議
貯
は
次
第
に
志
際
秩
M
r
乃
一
4
u
」
舟
性
に
対
FJ
る川市山川町
r
J
以
内
へ
と

転
化
し
、
川
中
南
戸
山
一
ゲ
↓
号
機
と
し
て
拙
城
町
協
同
体
吉
岡
駅
！
巨
と
す
る
出
系
新
秩
序
ハ
山

ぷ
と
［
て
の
束
中
協
同
体
訟
へ
と
変
殺
を
浴
け

ソハ

V
J
b
m
v
イ
l

、」めつ

一
十
け
で
、

戸
凶
は
h

弓
1
4
h
一
京
市
川
協
同
伴
論
に
同
友
ば
ま
で
雫
る
こ
と
は
な
か
う
た
わ
戸
山
の
地
域
、
i
立
と
は
一
偲
U

い
か
ほ
る
も
の
で
為
つ
に
の
だ
ろ
う
か
ハ
本
館
で
は
、

v川
州
事
十
淀
川
以
後
の
戸
川
む
地
域
王
義
に
ツ
い
r
外
ー
父
kU
時
代
に
お
一
γ
る
間
際
政

一
民
間
と
の
同
一
紡
一
作
に
長
口
、
し
f
」
検
討
、
「
る
υ

f

凋
件
事
変
以
後
（
り
芦
庄
は
、
開
銀
的
な
批
域
秩
げ
げ
と
し
と
の
京
有
そ
J

口
llji
、
一
T
y
十
八
に
対
し
て
批
判
円
的
で
為
っ
た
っ
内

w
h東
一
下
一
七
ン

V
、
土
長
引
に
一
付
し
て
、
「
欧
米
を
ぱ
じ
に
か
日
て
革
靴
巾
い
の
結
合
を
阿
る
と
し
ふ
趣
旨
で
あ
ろ
う
」
け
小
、
円
支
内
国
の
一
N
K
携
な
く
7

して

市
民
古
川
連
山
肌
J
b
午
、
叫
ん
で
も
、
ぜ
ん
際
政
策
t

J

て
は
日
泌
悶
同
の
外
に
竹
刷
、
か
川
崎
い
と
あ
っ
て
は
、

そ
れ
は
畢
克
肴
紋
笥
れ
と
仕
る
川
乃
は
な

U
」
ζ

品
〈
で
、
そ
の
%
現
性
が
乏
し
い
と
｝
｝
て
明
確
に
必
定
し

古
司
叶
の
批
判
は
多
く
の
知
識
人
乙
可
心
に
、
川
町
4
倒
的
行
域
性
の
凱
ぷ
か
ら
な
手
れ
九
人
ー
と
一
の
で
あ
っ

H

戸
引
に
よ
れ
ば
、

た
こ
、
ぇ
ド

渦
f
u
y
ク
J
V
と
強
行

L
た
こ
し
て
も
、
ー
日
本
と
治
安
vy｝
を
打
っ
て

九
ζ

し
ー
～
川
市
宇
付
い
は
引
済
て
は
、

民
米
叩
河
川
や
英
国
の
、
y
U
Y
7

済
に
対
抗
す
る
こ
と
は
其
だ
心
細
い
貧
弱
さ
で
丸
t

り
、
当
律
的
な
他
山
地
杉
本
こ
し
て
北
川
L
V
λ
i
Q
Jも
の
で
は
な
か
っ

↑：

1
戸

、

J

，ly
口、
l
f

干
に

昨
今
次
判
の
一
部
に
出
へ
ら
れ
ゐ
る
蛇
き
世
μ
介
の
粁
治
市
ブ
口
2

ク
が
折
々
は
一
υ
ず
る
こ
と
に
な
る
と
は
玄
易
に
日
じ
作
J

ら
れ
な

日記 I、法学） "" :1パi6J6iJ2 [2υ1什日、



し
」
点
、
心
中
よ
あ
っ

九
三
一
ん

7
九
月
の
ロ
ン
ド
ン

の
失
敗
に
、
。
コ
亡
白
山
貿
易
の
U
i
期
復
活
日
小
凶

FYな
」
三
日
間
？

hfr

z叫
〉
ん
♂
院
も
、

F

刊い山山叫ん
A
と
い
」
伎
な
刊
也
九
三
崎
の
人
三
h

々
が
バ
パ
」
活
の
～
一
肢
を
変
自
L
L
i
Q

」
こ
は
九
件
易
な
業
で
は
な
く
、
「
や
や
j
v

て々
作

目

rd
に

JE則
的
抗
力
に
復
帰
一
コ
r

，G
時
ー
か
米
る
こ
1

〆
て
、
白
山
立
つ
劫

m
y仮
出
に
用
件
を
一
子
た
戦
刈
山
間
に
お
け
る
芦
日
は
’
汁
！
一
辺

孫、
1
2
認
の
pu
場
か
ら
ア
内
タ
ル
じ

1
r
し
て
の
拍
域
判
代
小
に
抗
し
て
民
吋
L
h
J
の

一
う
？
に
、
閉
鎖
的
地
域
秩
一
？
～
代
わ
っ
て
芦
出
が
圭
保
し
た
り
が
、
「
叫
が

γ

京
ロ
カ
ル
ノ
ー
様
相
ι
で
お
っ
乙
口
芦
叫
に
よ
れ
は
、
「
母
車

円
カ
ル
ノ
と
私
す
る
も
の
は
日
、
布
、
露
、
支
の
週
間
湾
の
慌
に
和
中
長
閉
山
v
L
h
H
る
が
侵
略
条
約
を
い
柏
ひ
、

f
れ
に
よ
ご
、
弥
栄
の
し
中

布
と
安
｛
む
と
を
照
恒
ん
と
す
る
も
の

γょ
の
つ

加

、－
r 、
山

一
極
東
口
カ
ル
ノ

構
想
と
外
交
さ
時
代
に
お
け
る
吉
岡
の
川
際
段
、
泊
伺
献
し
し
の
聞
に
は
一
つ
の
点
で
t
足
利
性
を
指
摘
す
る
、
」
と

が
で
1
d
」司令

F

也市

L

、
円
肝
心
対
ソ
協
調
議
で
あ
る
外
！
父
占
』
時
代
心
H

戸
凶
が
日
ソ
復
！
父
に
桔
桜
的
資
立
を
一
小

L
た
こ
と
、
ま
丈
ソ
但

を
地
域
大
同
L
Y

し
し
正
樹
、
し
と
い
た
」
と
に
つ
い
て
は
、
前
山
内
お
通
り
と
あ
る
つ
ユ
」
し
と
芭
ノ
阿
の
い
れ
＼
リ
ノ
協
調
請
は
満
州
事
変
以
／
何
に
も

維
持
さ
れ
て
い
土

仁ド i主JG*I民政＜＇1~5' ーノC:.'

芦
一
叶
に
よ
れ
ば
、

1

ノ
ギ
一
ト
の
外
交
政
篤
は
、

の
保
町
と
日
八
に

つ
に
伝
り

し
て

1
列
山
引
の
協
調
に
市
入
寸
る
、
砂

市
八
一
八
合
ー
の
川
ヶ
年
計
当
以
い
尽
き
て
の
五
羽
引
の
た
め
に
自
ら
戦
争
の
泊
中
「
に
J
一
つ
一
」
と
を
さ
げ
て
い
る
と
い
う
、

実
際
に
、

満
州
ド
交
以
後
の
ソ
速
は
い
上
本
に
対
ー
て
小
俣
的
条
約
を
提
議
1
1
満
州
国
に
は
文
又
欽

J

点
心
一
パ
却
を
持
伊
っ
か
け
た
の
で
あ

で
は
白
い
こ
の
見
解
を
示
し
ん
J

ち
し
た
が
一
っ
て
、
ド

り
、
日
露
の
関
係
は
満
州
市
タ
変
心
結
果
；
、
し
に
は
前
張
L
た
も
の
ぐ
み
る
べ
き
」

露
両
？
止
の
内
に
は
外
父
z
父
渉
z
古
川
以
て
制
川
沿
L
H
N
な
い
や
ろ
日
列
中
川
の
衝
突
が
め
が
し
て
出
る
ー
に
は
黒
ゃ
れ
な
h

の
で
ゐ
り
、
共
彪
ム
丁

議
イ
ヂ
オ
ロ
ギ
！
の
同
説
に
つ
い
ザ
｛
「
も
、

白
川
孜
や
、
一
三
円
山
市
、
、
憲
法
、
法
九
「
の
桔
遣
は
記
家

ζ
L
て
代
十
五
者
を
f

父
換
L
、
法
問
貿
易

主
、
円
台
バ
ト
河
の
妨
け
と
な
る
も
の
で
は
な
い

μ

て
J

小
戸
、

f
、

i
t
－一
A

J

F

はけ
F

協
荒
の
妨
け
に
は
な
ら
な
い
司
と
私
論
づ

（！メ人民半、 Gi ＇スIG7< G0¥3 '20¥0 ~， 



r日

方
、
外
務
む
に
お
い
て
11
リ
ン
J

ト
L
体
制

f
に
お
け
る
対
ソ
協
調
論
は
幣
採
ら
に
よ
コ
て
交
け
へ
れ
、
つ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
前

J、
円問

州
事
公
日
後
に
は
同
郷
茂
徳
欧
，
ベ
口
町
長
ら
！
ヶ
よ
っ
て
引
き
併
が
れ
て
い

一以

（
昭
和
八
年
凶
月
中
旬
）

同
際
連
日
血
税
退
役
一
一
於
ケ
ル
泊
目
ノ

貞一川測は

斗
く
ト
ワ
寸
リ
i

A
’
f

J
ール

の
で
じ
以
犬
一
名
問
問
F
Fト
ト
十
余
〆
」
の
関
係
争
一
灯
析
し
ず
九
し
よ
＼
対
ノ
関
係
に
つ
い
て
は

γ
ハ
侵
略
条

約
三
伊
万
円
結
」
／
ネ
ィ
と

T
G内
山
仕
ノ
＼
却
て
之
か
給
料
や
可
」

？
）
ず
、

J

た。

、
ア
れ
に
対
し
て
、
古
J

回
り
対
ソ

ァ川水
U
カ
ル
ノ
L

と
ど
ー
多
ー
店
向

の
中
に
純
子
込
ま
れ
て
い
る
U

に
特
倣
が

z
の
こ
一
c

述
続
叫
の
第
ハ
口
、
ご
の
多
片
山
川
協
調
の
い
紺
み
の
主
税
で
丸
る
ー

芦
田
の

伝
来
口
カ
ル
ノ

見
吋
担
b

は
、
将
米
仏
引
に
は
英
米
の
が
♂
叩
J
b
桔
山
記
し
て
い
ι
て
な
か
で
も
F

J

R

リ
カ
と
の
関
係
に
つ
い
L

ワ
シ
シ
ド
ン
会
誌
は
今
日
ま

t
是
主
心
批
評
に
ど
ぺ

J

づ
み
る
け
九
れ
ど
も
、
少
〈
J
F
O

日
米
の
利
害
は
ー
／
三
上
っ
て
中
和
mv
冶

を
は
心
す
こ
と
が
山
来
た

将
米
に
川
町
て
も
！
ノ
ん

lLR

よ
る
列
ぶ
平
汗
間
出
一
山
平
和
的
熔
決
は
恥
い

レ
L
C
見
解

Jrr中し、そ
し
て
長
伯
仲
町
、
的
九
は
太
守
伴
何
時
唱
に
訓
担
問
日
経
ぞ
持
つ
凶
々
で
国
際
会
議
を
開
く
べ
き
で

も
の
と
児
広
け
れ
ば
な
、
り
ぬ
L

と
注
べ

ー
の
り
、
そ
の
議
題
2
して

へ
）
！
咋
国
に
お
け
る
ヰ
央
政
府
成
立
の
ー
た
め
の
一
国
際
F

的
援
助
心
作
紺
み
、
（
」

ソ
起
と
ヰ
凹
、
満
件
凶

一
ノ
メ
け
ノ
刀
、

）
海
南
竿
縮
問
也
の
一
点
を
提
案
し

こ
う
、
）
た
内

－J

立
を
八
了
日
間
々
の
聞
に
わ
4

け
る
仲
い
ふ
裁
判
条
約
の
愉
弘
、

容
か
ら
考
え
る
と
、
J

判
州
事
設
以
内
慨
も
芦

μ
は
多
凶
同
協
調
の
枠
組
み
と
方

V
C
リ
シ
ン
ト
ン
体
制
町
尊
重
L
て
お
り
、
「
松
市
川
口
カ
ル

ノ
」
構
何
ば
満
州
事
誕
に
よ
っ
て
動
一
婚
し
た
ワ
J

〆
ン
ト
ン
体
制
を
修
復
「
司
令
試
州
で
あ
っ
た
乙
い
え
る
、

7

」か
1
ν

口
カ
ル
ノ
」
構
想
は
単
純
江

7
J
ン
ト

J体
制
へ
の
絞
慌
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

ワ
シ
〆
ト
〆
体
制

が
窓
際
連
川
口
か
い
つ
ヨ

v
L
七
均
成
秩
序
で
あ
っ
た
り
に
け
刊
し
と
、
一
極
東
ロ
カ
ル
ノ
ー
構
相
は
タ
グ
正
一
同
協
読
｛
℃
す
臼
来
ア
ジ
ア
池
山
川
相

一小山一

小
と
辺
際
述
践
と
の
結
び
つ
き
か
一
強
化
さ
す
る
試
み
で
も
あ
つ
に
治
ら
で
為
る
。
こ
の
川
一
際
連
認
を
重
明
呪
「
｝
白
台
通
約
E
m
M秩
宇
野
ん
が

連
続
注
の
第
ム
一
で
為
る
〈

日記 I、法学） "" :1パi8) 6iJ4 [2υ1什日、



満
州
事
変
以
役
の
芦
田
が
多
同
同
協
調
の
枠
組
み
、
r
J
）て

1

祢
夜
行
カ
ル
ノ
」

の
ー
一
体
を
い
い
！
い
止
の
は
、
国
際
述
盟
の
枠
組
み
の
甲

f
L
成
斗

L
2
1
ロ
カ
ル
ノ
条
約
九
乞
意
識
し
て
い
た
か
ら
に
飢
在
ら
な
い
交
際
に
、
戸
川
は
満
州
問
題
を
同
航
仰
い
法
制
が
い
持
げ
る

戸川一

乙
い
う
司
ー
様
の
引
に
牧
歪
つ
け
る
こ
ー
｝
が
必
守
、
で
あ
る
乙
の
認
前
t
Z
4

｛
ナ
ご
に
い
る
ラ

ー
間
際
的

り
和
ζ

挟
市
町
の
維
持
」

九ム一、

斗

4
1
f～

庁叫山リポベ口
4
N
M

ル
ノ
L

構
想
の
中
核
で
占
め
る
ぬ
域
各
Th
刊
に
よ
る
不
佼
時
条
約
の
締
結
乙
い
う
持
案
は
、
苫
際
井
－
且
が
机
域
協
定
の

一山〕

一T
h

侵
略
に
持
T
J
る
民
い
お
条
約
（
条
約
一
七
ギ
ル

E
）」

f
L
h
r
uん
ノ

、

）
）
｛
1
1
ゆ／

三
セ
い
も
の

C
あ
っ
止
。
こ
の
粂
ωれ
そ
平
ル
は
、

一
ι
八
年
の
第

九
向
遠
山
総
会
で
一
環
際
紛
争
の

γ
和
的
所
決
む
た
め
の
一
般
議
主
世
田

や
一

γ

小
山
役
附
及
び
初
い
ハ
援
助
に
湾
γJる

直
前
戎
司
し
以
来
引

日前条
J

札
モ
ワ
ル

な
ど
の
地
域
協
！
忠
一
モ
ワ
ル
の
一
つ
と
し
て
－
…
刊
抗
さ
れ
た
も
の
で
忘
つ

こ
の
伐
に
関
連
し
て
注
円
さ
れ
る
心
は
、

戸
国

um地
域
ー
土
義
の
論
理
ハ
ピ
角
ゴ
、
た
め
の
什
山
標
準
と
し
て
モ
／
口

I
王
義
を
捷
市
し
な

日
っ
た
こ
と
で
み
る
つ
戸
川
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
迫
出
比
約
に
盛
n
込
三
わ
る
以
前
の
モ
ン
ロ
ー
、
表
は
玄
ヂ
数
回
家
聞
に
ん
わ
い
司
る

i
d
1
）
戸
、
中
小
九
白

書
け

y
i
J

く
ざ
、
り
に
す
定
取
辺
約
内
州
人
主
れ
て
以
ぬ
は
ア
メ
リ
カ
の
仲
間
本
に
封
ず
る
州
他
的
h
u
権
刊
を
丘
中
」
中
山
ず
る
論
理
と

る
も
心
山
変
わ
ぺ
一
三
と
い
λ

、
も
は
や
モ
ン
ロ
ー
ム
下
義
は
、

し
て
の
位
協
を
失
い

一
片
ル
閣
の
政
策

r
q之
は
す

「凶
mr山
地
燃
と

与

仁ド i主JG*I民政＜＇1~5' ーノC:.'

祢ト
2
0
v
和
機
構
の
山
現
と
不
戦
条
約
の
稀
U
泊
三
日
依
っ
て
一
同
J
一
「
可
ら
ざ
る
を
立
存
に
ぷ
り
つ
：
め
る
と
い
う
の

二
h
F

，v
｝子
Jnι

…
ゴ
の
モ
、
J

口

同
じ
く
脱
械
の
れ
が
h
性
か
ら
同
町

γ
ジ
ア
に
た
日
る
げ
花
山
覇
権
を
一
L
L
引
i

一化

J
T
J
Yし
ず

る
市
ケ
山
町
モ
ン
ロ
ー
主
義
へ
の
批
刊
を
念
以
に
歪
い
亡
、
ょ
の
で
あ
っ

h

一
心
当
、
後
に
寸
へ
十
山
山
崎
鴻
刊
体
論
へ
乙
絢
斜
L
亡
い
く
隊
？
川
が
、

「
ア
ジ
γ
f
a

斗
ン
ヤ
エ
浩
司
仁
川
示
日
の
モ
ン
ロ
ー
・
ド
ク
ト
J
ン
t
の
ア
テ
口
ン
ー
に
つ
い
て
、
「
な
平
洋
に
ー
於
け
る
山
和
機
関
又
は

匹
際
連
悶
心
地
万
治
絞
殺
＼
の
党
辰

7
7／
て
吟
味
心
一
可
能
性
が
み
る
ー
一
ポ
一
ベ
ト
の
と
は
異
な
る

U

幅広山
β

地
域
心
拍
妹

性
を
辻
村
混
的
論
見
に
ぶ
一

J

て
止
当
化

γ
る
山
山
人
隠
を
モ
ン
口
、
授
の
中
に
い
九
、
た
そ
う
と
じ
に
の
に
対
し
て
、
戸
刊
の
解
釈
は
、
佐
過

日前
E
m
w秩
序
わ
氏
止
に
と
も
ほ

J
J

て一モ
J

口
l
主
義
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
む
お
味
川
河
を
北
円
出
と
一
す
る
レ
か
な
る
地
域
主
義
も
そ
の
疋
叶

（！メ人民半、 Gi ＇ス！ Ge' GOc '20¥() ~， 



r日

性
を
げ
だ
っ
台
工
y

す
る
も
の
で
あ
っ
た

v

比

h
Uは
、
地
域
で
l
p

設
の
れ
れ
フ
特
殊
件
の
一
市
却
を
梶
山
、
三
、
1

同
孫
述
削
川
を
市
心
と
す
る
，
昔
雨
的

臼
際
秩
序
す
パ
一
j
o
u
r
る
も
川
辺
と
L
こ
の
側
面
を
強
調
子
。
だ
の
に
、

二
j
f
u
u涯
L
た
の
で
あ
る

モ
〆
口
、
！

J、
円問

も
っ
こ
も
、
「
空
支
ロ
カ
ル
ノ
構
惣
を
集
川
安
全
保
障
体
制
の
側
聞
か
り
え
た
場
作
、
外
交
官
時
代
こ
の
連
続
性
は
ヌ
倣
民
な
も

の
と
仕
っ
て
ド
司
令
。
な
ぜ
山
、
」
ツ
、
当
初
心
一
極
東
口
カ
ル
ノ
」
構
加
の
中
で
、
芦
間
は
信
託
押
収
効
ゃ
い
宍
司
剰
設
の
規
定
に
つ
い
て
切

いほ
v
孔
は
ひ
っ
た
か
ら
で
あ
る
n

し
か
も
、
流
民
に
対
一
f
J

る
制
裁
w
恒
出
に
絞
れ
ば
い

炉
、
℃
右
府
海
峡
通
統
制
度
史
f

内

'" 
-c 

粒
叫
帆
り
引
で
丸
山
つ
に
巾
守
化
の
措
自
に
つ
い
と
、

前
川
地
域
に
通
川
川
ず
る
い
｝
と
に
反
対
で
あ
ξ
と
さ
え
述
べ

し
か
し

己
川
以
は
業
主
安
全
保
貯
の
近
十
い
か
↓
八
「
く
μ

以
来
し
た
訟
ー
は
な
お
っ

rc
否
問
が
引
裁
規
む
を
入
れ
る
ご
と
に
践
吋
附
し
た
担

出
ii 

お
ユ
ら
く
怜
河
川
叫
に
お
け
る
刊
本
心
市
事
行
効
が
完
全
に
終
日
山
し
て
い
ム
な
か
っ
た
か
ら
で
為
ろ
う
わ

、
抗
明
治
将
戦
協
ど
が

成
止
し
マ
済

wt市
ド
変
が
一
段
落
L

、
引
約
一
面
に
よ
る
千
年
北
分
離
i
作
が
本
格
化
す
る
と

声
凶
は
山
門
ひ

宗
地
取
円
カ
ル
ノ

えa

Jす
y. 

ノ
渦
及
び
山
町
満
国
境
地
市
（
山
中
iu

北
J
V今
iuu
多
国
間
の
枠
何
人
主
捉
ム
ん
し
て
い

江
戸
阿
に
と
：
f

」
地
域
的
h
b
呆
刊

安
全
保
障
体
制
へ
の
加
人
は
、

渦刊ノ凶円
h
ゲ
L
U

束
マ
ジ
ア
国
際

J
i

弘
山
庁
（
り
牛
同
町
置
づ
け
る
た
め
の

T
段
で
ふ
る
と
同
時
己
、

mfぷ
い
九
千
九
る
牛

凹
本
v

十
や
ン
ベ
リ
P
I

＼
の
侵
山
山
い
対
ず
る
向
U
め
と
〆
て
の
役
割
引
’
期
待
さ
れ
て
い

こ
の
よ
A

に、判－
H
1一の

「
極
計
九
日
カ
ル
ノ
」
様
相

ι目
、
地
域
問
係
凶
に
よ
る
攻
り
決
め
で
あ
る
と
い

に
地
域
3

あ
っ
た
υ

し
か
し
、
「
溢
札
円
カ
パ
ノ
榔
相
に
1
6
4

ゐ
地
減
税
吋
は
地
域
心
山
村
川
河
性
か

J
r斗
か
れ
る
も
の
ご
は
な
く
、
間
際
連
闘
の

円
削
ミ
ヨ
ノ
る
お
式
に
ハ
ほ
っ
て
民
ア
ジ
ア
に
お
け
る
多
凶
河
鴻
誠
の
枠
組
み
を
山
汁
情
説
刊
し
よ
h
q

と
す
る
も
の
で
あ
う
た
け
ま
に
、

こ
う
3

J

た
多

医
師
円
協
ぷ
の
枠
組
み

hrE際
司
品
川
引
を
持
完
」
つ
る
も
の
と
じ
て
作

E
っ
け
ら
れ
亡
い
ゐ
口
、
て
、
外
交
官
庁
代
以
来
の
普
通
約
百
際
扶
序
続

と
の
連
日
机
牲
を
指
摘
す
る
こ
乙
小
で
き
る
。

ゐ
方
、
満
州
一
お
変
川
以
／
似
の
外
務
省
は
、
、
一
う
し
に
多
一
爪
慌
桜
前
の
枠
組
み
を
全
面
的
に
4tι
ず
る
」
う
に
な
っ
て
L

こ
の
時
間

岸川主

日記 I、法学） "" :1ゴリ） 6iJ6 [2υ1什日、



の
外
務
付
す
な
り
仕
切
っ
？
に
の
は
ア
ジ
ア
派
の
華
山
ん
ゼ
い
あ
っ
た
三
J
L

下
光
は
l
海
市
営
の
停
戦
父
渉
白
に
狙
わ
れ
た
保
伴
事
件
に
r
h
る品目（

憶
か
ら
回
復

γ
る
と

一
九
二
一
年
4
月
に
内
ゴ
外
出
仙
の
下
一
二
外
務
次
凶
に
枕
れ
い
1

ベ
川
町
丸
叶
け
に
新
2
1

に
vu
ヨ
弘
毅
が
外
相
に
し
ゅ
刊
仔

〆
た
筏
4
引
き
つ
つ
き
次
官
を
務
め
た

満
州
市
中
士
山
メ
勃
発
時
三
車
光
は
、
苫
際
連
州
ほ
の
介
入
を
設
伝
的
に
拘
玲
L
q
J

る
F

ふ
う
に
本
当
に
働
き
か
け
、
司
吋
斗
寸
に

J
U］
際
連
山
肌
規
約
も

巴
王
不
戦
条
約
J
3
将
又
九
医
師
附
I札
も
料
、
れ
も
ん

I
H極
主
に
ふ
け
て
ノ
仁
わ
れ
つ
、
あ
る
か
ね
さ
謀
反
政
策
心
根
本
的
の
信
浬
よ
り
米
る

7
川

際
紛
争
の
処
理
は
之
を
予
想
せ
さ
れ
し
5
み
な
ら
す
と
か
処
坪
の

R
お
の
誌
に
は
全
然
不
治
当
必
り
一
と
述
べ

十
M
h
ァ、ン
f
に
お
け

る
多
出
杭
協
誌
の
枠
組
み
ず
か
失
効
し
た
と
の
一
也
誠
一
叱
一
小
し
と
－
そ
の
後
、

外
交
方
針
心
中
で
、
改
め
て
争
河
間
協
調
の
枠
組
み
乞

f

内
定
し
て
、

各
国
別

盗罪
詳し

号主
図法
Q 、

五f
Jど ：，
J I よ

2常f執Ii
ゐ

売却議

る

重
光
に
と
っ
て
、
ー
コ
レ
ク
一
y
r
プ
白
、
ン
ス
ア
ム
一
は
欧
米
諸
国
む
判
明
叶
川
担
問
、
九

戸
ほ
の
ン
ス
日
ム
ナ
ピ
受
諾
「
る
こ
と
は
山
Tふ
た
い
も
り
で
あ
っ
ヤ

同
州
状
維
持
一
主
目
的
と
し
た
も
の
で
、
ー
祈
る
会

仁ド i主JG*I民政＜＇1~5' ーノC:.'

つ
月
M
J

、
つ
巡
岡
伎
と
し
て
放
州
H

派
遣

さ
れ
こ
よ
門
店
い
叫
ん
牛
凶
問
題
に
お
け
る
列
凶
協
一
詞
の
凶
仮
釈
台
、
図
と
主
的
払
拭
し
た
り
i
ス
・
円
ヴ
ヘ
ミ
ン
ョ
一
／
に
対
し
て
、
正
午
光
は
極

め
て
冷
淡
な
桂
1

…
皮
で
一
一
れ
を
担
組
、
い
て
い
る
じ

)f 

jllj 
イi

満
州
事
芳
一
以
佼
の
五
円
以
が
円
れ
い
折
、

J

た
の
は
、

確
げ
ず
る
い
一
Y

で
あ
っ

日
古
川
丸
一
一
凹
に
よ
る
努
力
闘
の
一
円
分
割
で
あ
り
、

H
R
F
F
t

ン
ァ
に
お
け
る
日
志
の
覇
権
JT

九
て
阿
午
囚
月
に
は
台
れ
な
工
人
材
声
明
が
八
士
長
さ
れ
、
み
の
政
比
一
は
内
川
口
ー
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
工
人
材

「
－
丸
一
可
に
於
け
る
使
J

昨
均
十
円
ー
は
立
れ
は
、

日
本
は
見
司
に
於
け
る
諸
白
ζ

日
ヘ
に
共
J

叫
に
且
つ
一
カ
川
力
L
E
持
つ
所

声
明
以
伶
の
首
一
ヱ
ル
は
、

の
も
の
で
あ
っ
て
京
証
以
い
れ
の
諸
民
の
介
在
は
J

川
さ
れ
ね
ー
と
述
べ

、
京
中
モ
J

ロ

哀

を

焼

切

に

L
て
ー
い
っ
た
。
日
時
ピ

重
九
は

フて

；土
¥ 

bモ

ーi当,, 
世i
納
品

蹴す

／こさ
のて
仁あ
" J、タラ J 

る日て

京
市
以
外
の

司Z
且t

一
口
力
ル
ノ
」

協
定
刀
直
設
か
あ
れ
は
、

巴
は
泊
絞
に
は
関
係
尽
き
筈
て
あ
る

と
し
て
、
多
温
応
協
ぶ
の
枠
組
み
を
斗
尚
北
官
十
合
的
き
を

f！メ人民半、 Gi ＇ス17l' G07 120i0 ~， 



r日

片
二
川
一
ヨ
、
治
一
ハ
仁
凶
衆
議
院
ム
ー
会
一
認
で
質
問
演
説
に
Y
V
「
式
内
川
目
、
協
和
外
交
す
拘
げ
る
什
い
円
外
相
刊
か
ら

1

私

Q
R
 

の
h
H竹
引
に
戦
主
人
川
断
じ
て
な
い
L

ζ

の
答
弁
を
引
台
仏
ー
に
」
の
と
き
芦
司
川
円
山
河
が
社
長
を
務
め
る
、
ン
ャ
パ
ノ
・
タ
イ
ム
ズ
紙
は
、
日ーυ

 

2
 

時2
 

7
 

ハし円一
f
pJ

チ
、

ぇ
I
1
0
 

J、
円問

「
広
司
川
氏
の
声
明
が
と
れ
主
で
の
と
の
外
相
よ
り
J
h

あ
h

の
ま
ま

E
牛
九
体

の
で
あ
る
ー
を
配
値
す
る
乙
こ
河
川
に
、

r
引
川

の
品
川
崎
ー
や
停
討
を
表
現
L1γ
？
も
の
／
）
い
三
！
、
ふ
い
t

／｝して、
z
J

山
刊
の
u
p円ヘ
j

を
歓
迎
す
る
紙
（
伺
や
河
内
執
し
た
。
一
方
の
重
光
は
、
為
一
和

－マ

外
交
、

α一
説
は
平
総
z

父
L
伊
を
室
長
さ
せ
る
小
人
パ
の
に
す
ノ
本
心
持
は
引
な
静
め
る
に
必
の
も
の
で
、
ー
斗
↑
寸
は
ァ
刊
は
平
ろ
長
生
に
怜
け
る
円
上
下

心
地
付
乞
高
調
す
る
の
要
d

の
り
、
然
ら
さ
れ
ば
し
ず
可
線
持
設
J

U
名
の
ト
に
日
手
的
条
約
時
代
に
没
転
の
虞
あ
り
と
、
η

て
の
円
主
に
記

こ
の
協
和
外
交
巴
町
山
日
況
を
め
ぐ
る
戸
川
と

F
光
の
反
応
は
、

E

へ
の
M
川
際
限
序
叡
心
畑
違
を
引
山
川
に

て
い
る
す
と
わ
丸
、
重

光
に
と
っ
て
、
凶
際
述
慌
を
中
い
と
い
司
る
多
凶
同
協
調
む
枠
組
み
は
欧
米
む
ん
抗
維
持
政
策
で
し
か
な
く
、
打
放
す
べ
き
恒
秩
序
で
み

る
と
認
識
さ
れ
え
の

て
、
芦
山
は
、

1

外
t

父
の
進
化
は
ー

へ
”
で
あ
り
、
戦
下
か
、
口
市
ド
ね
へ
で
あ
り
、
共
リ
下
、
国
際

組
織
へ
で
あ

h
、
J
制
覇
か
ら
協
同
乙
で
あ
る
と
捉
え
、
同
町
防
法
思
は
こ
れ
ら
坦
怨
的
給
付
の

つ
の
何
経
で
あ
る
2
寸
認
識
し

に

し、

芦
田
に
と
っ
て
、
同
際
述

m
r
m
心

ζ
Fる
多
間
刷
協
調
の
枠
組
み
は
、
同
一
州
事
変
以
後
之
、
依
伏
…
と
し
て

γ
る
べ
き
、
岩
町
一
的

国
際
秩
一
ザ
で
あ
っ
と
の
で
あ
る
、

｝、

“0 

,, 

本
一
梢
は
、

外
交
的
時
代
刀
ら
満
州
事
変
院
に
及
、
安
ノ
州
均
の
政
治
的
足
以
士
山
γ

？
で
／
｝
も
に
、
中

3
日
吋
山
対
の
ほ
一
戸
刊
の
政
rい
旧
れ
ー
父
論
J
V
F｝

分
析
す
る
こ
J
に
よ
っ
て
、
彼
三
国
際
政
治
畑
出
に
っ
こ
k

考
察
し
た

U

上
小
縞
向
J

切
ら
刀
に
じ
ん
一
日
パ
師
、
↓
丁
に
以
一
、
三
一
つ
の
庁
で
あ
る
。

ι応
一

ι
J
Pル世ハノ
1

3
こ

んツ

J
Zノ
f

p

h

け
の
伏
青
吉
駅
ら
か
に
し
ん
一
〈
革
命
販
の
円
、
ン
ワ
に
劫
拐
し
に
邑
凶
は
、
ソ
ー
～
述
心
外
交
丙
門
一
J
し



亡
対
ノ
協
一
調
論
を
ぷ
く
よ
う
に
な
っ
た
主
任
パ
j
話
相
会
議
の
体
恥
快
か
ら
新
外
？
父
の
影
響
を
強
く
受
け
た

r

外
務
省
出
新
同
志
会
へ

の
参
山
は
、
可

m
g単
光
英
ら
少

4
外
交
日
と
新
外
父
の
街
繋
を
共
む
し
て
い
行
と
と
を
手
す
も
の
と
あ
一
っ
た
け
州
出
方
で
、
」
打
叶
斗
は
戊
ら

日
一
一
父
的
な
一
千
羽
ν
の
外
父
官
ゃ
、

幣川県
4EJ
市
郎
っ
省
内
l
u阿
国
部
／
｝
の
刊
に
は
渋
川
代
リ
門
店
即
離
感
カ
牛
じ
る
こ
と
に
な
一
っ
た
υ

出
、
え
て
、

れ
交
の
民
↓
丁
化
の
珂
念
に
注
刊
し
た
戸
山
は
、
説
会
に
す
匂
れ
交
の
監
菅
や
政
党
に
よ
る
目
立
父
指
辛
を
求
民
｝
白
一
甲
山
氏
れ
i

父
」
論
を
ム
丁

張
ず
る
よ
う
に
は
打
、
外
務
苔
t

℃
す
匂
外
交
一
正
化
を
け
統
と
見
な
す
τロ
ヶ
成
れ
交
の
中
叩
孤
げ
す
る

H
F〕
に
な
っ
～
口

方
、
夜
策
的
に
も
お
外
父
の
影
響
を
受
け
た
c

第
次
世
界
大
戦
後
J
b
j
l
口
ッ
バ
位
外
勤
務
ー
ι

つ
つ
け
た
芦
同
は
、
一
判
際
連
盟

を
中
心
と
し
た
多
出
町
外
？
父
、
連
盟
外
交
の
経
計
一
宮
布
み
、
杭
H
J
戸
市
町
川
際
供
庁
ハ
ザ
形
成
に
市
内
心
土
持
つ
よ
戸
つ
に
な
っ
こ
－

ι
u
h
－
－
人
秘
的

に
も
、
安
店
峰

郊
や
佐
藤
尚
武
と
い
っ
た
透
明
川
外
ー
父
役
担
》
一
た
外
交
du
と
叫
し
い
間
柄
で
あ

J
f

こ
～
守
し
た
吉
岡
の
足
跡
は
、
英

米
協
川
淵
を
基
拙
と
十
づ
る
欧
米
派
む
中
で
も
、
述
限
外
！
父
に
積
祢
的
な
連
地
点
に
九
い
山
間
づ
計
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
っ
［
か
し
、
外
務
省

山
川
に
お
け
る
足
取
派
は

rA
米
派
で
ギ
ハ
省
、
［
ヘ
川
γ
」
形
成
し

に
l
v
J
し
亡
、
時
流
と
引
な
さ
れ
て
い
た
。

弟
子
い
九
、
洲
町
山
以
外
交
官
と
L
C
K
少
ら
だ
円
以
仏
心
安
全
川
出
陣
論
J

M
川
際
枚
序
観
を
明
り
か
に
し
と

v

第
一
次
開
界
大
戦
間
殺
の
凸
正
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は
、
ノ
－
ル
汁
イ
コ
条
約
寸
を
旧
来
か
り
の
勢
力
均
街
方
式
に
払
る
同
駅
間
投
序
の
抹
持
に
過
ぎ
ん
d

い
子
以
て
丙
｛
一
心
的
な
見
解
を
了
い
に
～
ご

n' 

九
二
口
午
代
吉
通
と
C
緊
張
緩
和
を
続
安
ず
る
多
凶
刷
協
調
外
交
が
区
別
さ
れ
る
と
好
感

Jr持
っ
て
ご
れ
J

言’
A
け
と
め
土

主
か
三
本
凡
打
川
は

九
一
主
’
寸
の
ロ
カ
ル
ノ
条
約
に
つ
い
て
、
同
限
州
連
日
を
中
心
、
一
す
る
普
昂
的
U
H
際
秩
序
の
形
成
へ
の
努
力
y

し

芯旧制み井川
W
J
一
航
制
改
山
γ
ん論
P

の
4
1
J
L
M
門
際
庄
問
、
石
竹
ー
い
と
し
ん
｝
？
出
域
的
安

て
門
円
〈
一
刊
同
州
1

－べ
ズ
じ
ふ
J

一戸山、

Jr. 

J、一

全
日
出
陪

に
際
、
戦
争
違
法
化
ζ

そ
の
違
反
に
い
刊
す
る
制
裁

品

I
nド

υ
正
お
じ
こ
、
ノ
、

千
μ
jげ
が
d
A
M
M
M
？
？
：

V

分
な
訟
識
」
／
｝
ぷ
L
、
集
回
安
全
保
障
論
ピ
府
め
て
一
江
、
日
一
一
九
酬
を
畏
苅
L
た。

他
方
で

ω

ヘJ
r
i
i姐

j
i
f～力
h

吉
b
p
h

f
／

k
t
i
r
J
U
b
F
r
J川
E
l
i－

日
本
が
u

化
前
お
れ
い
か
を
い
立
「
る
山
中
南
一
戸
川
震
に
巴
際
連
盟
が
介
入
す
る
こ
と
に
一
貫
し
ご
吉

（！メ人民半、 Gi ＇ス173'初日＇20¥() ~ ' 



r日

定
的
さ
あ
っ
た
し
か
も
、
そ
れ
は
ぷ
省
杭
の
併
以
町
、
っ
と
右
必
派
関
の
ア
〉
V
ノ
派
と
も
い
共
通
す
る
、
も
の
で
あ
つ
に
仁

年

の
転
〆
ぜ
を
決
定
し
～
。

；前
川
軍
手；
可

口ひ

反

材
ーと
ザ1入
υJ  

J凡人法学＇ ＂＇〕はキ c74J 6i0「2iil什 Q

の
両
州
事
変
に
m
h
I

て

肘
山
幻
ニ
ア
ジ
｝
以
心
一
車
内
五
が
こ
も
に
け
山
際
述
認
の
介
入
に
反
対
す
る
と

小
照
明
且
派
一
一
父
恒
の
古
司
叶
は
危
機
感

J、
円問

を
会
ρ
（J

小
一
f
n
な
ぜ
な
ら
、
向
日
叫
叫
が
満
州
事
変
心
対
応
！
な
め
〈
っ
て
、
山

J

の
間
内
航
山
政
治
い
臥
／
）
外
務
省
心
方
針
；
、
の

J

閣
に
決
定
的
な
ー
ボ

h

語
れ
官
什
l

付
す
る
「
と
や
認
識
し
た
か
ら
で
あ
る
n

満
州
事
変
に
よ

f
J

て

屑
孤

ziAキ
一
法
め
に
芦
凶
は
、

F

外－
t

父（
h
か
ら
政
t
J

比
政
治
A

示
九

仏
軍
一

ι、
前
川
宇
山
会
以
後
の
芦
同
の
外
交
訴
を
明
ら
か
に
し
た
υ

満
州
LL変
勃
発
当
初
心
ハ
ノ
旧
は
、

ヘうぜ
J7
ら、

ι市
川
一
一
出
水
認
が
九
カ
出
条
約
は
も
ち
ろ
ん
、
連
山
市
川
正
日
や
不
戦
条
約
元
一
此
と
な
る
リ
能
川
ー
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
カ
ら
で

め
っ
た
J
Z
m
v
後
、
は
山
川
が
満
州
国
mv
ド
式
ぷ
誌
に
踏
み
切
る
し

存
H

A

t

－
、
寸

E
nノ
疋
八
四
宮
L
v
b
ダ
良
ー
こ
」

F

h
f
h
F
E
L
一コド」一

j
l
h
7
l
J
（

7

L
か
L
、
打
川
は
単
純
L
f
川川

州
国
の
成
！
リ
ハ
ピ
…
ηが
附
し
た
一
u
h
立
は
H
h
i
m
－
ヮ
た
っ

流
州
国
宏
容
詑
し
た
時
ト
川
に
布
い
て
も

国
際
速
監
脱
退
に
は
一
貰
［
て
反
対
心
安
勢

か
」
小
し
た
っ
宮
工
ワ
同

ヨ
ト
れ
ー
の
向
山
町
民
監
脱
退
が
決
定
的
と
な
っ
た
校
三
は

芦
阿
は
地
政
、
土
兵
（
U
論
迎
に
よ
っ
て
回
目
叩
浅
間
肌
と
の
悶

連
づ
け
を
校
i

干
し
た
っ
片
町
昨
日
h

、
円
／
、
ー
、
消
円
、
庁
図
、

ソ
連
日
一
川
ハ
カ
凶
に
よ
る
小
日
以
内
町
条
約
の
柿
私
、
骨
骨
了
2
す
る

い
附
川
市
恥
ロ
カ
ル

ノ
」
惜
伺
い
す
提
案
し
、
山
県
ア
ン
♂
に
お
け
る
多
凶
同
協
調
の
枠
組
み
を
准
桂
川
、
γ
r
tノ
と
し
た

f

こ
の
「
同
世
間
口
カ
ル
ノ
」
惜
桐
い
は
、
川
河

交
官
時
代
以
上
入
の
凶
際
伸
一
盟
を
川
、
心
ょ
す
る
普
遍
的
国
際
秩
υ庁
側
の
述
続
性
の
ー
に
か
笠
つ
日
ら
れ
る
B

の
で
あ
っ
と
c

方
、
こ
う
し
七
多
国
間
協
識
の
枠
新
み
は
、
も
は
や
外
務
省
の
中
立
は
検
討
さ
れ
る
こ
乙
は
な
か
っ
七
ロ
満
州
事
変
以
後
に
外
務

次
官
／
ア
し
て
省
内
を
取
（
り
仕
切
っ
た
ア
、
ン
F

一
ぷ
の
一
出
げ
九
は
、

じ
リ
K
4
二
同
に

F

ふ

ム
V

勢
力
凶
幽
町
一
門
分
割
を
は
υ
捕
し
て
お
り
、
計
へ

γ
、
ン
ア
仁

お
い
て
戸
際
牛
－
問
は
も
ら
ろ
ん
失
米
の
介
人
会
一
も
拒
絶
一
G
J

る
仇
う
に
な
勺
て
い
γ
か
に
つ
で
あ
っ
に

U

こ
の
－
寸
つ
に
、
戸
田
は
勢
ハ
ベ
均
衡
を
重
ん
じ
る
リ
ア
リ
ズ
ー
一
い
外
交
論
者
で
は
な
か
っ
に
。
芦
田
の
記
際
政
治
製
は
、

い
災
荷
旬
新
外
交

の
影
響
を
公
け
て
必
成
さ
れ
た
も
の
で
為
ち

川
町
下
流
法
化
や
凶
際
連
史
を
山
中
心
と
す
ゐ
集
団
完
全
深
除
の
坪
念
に
裏
付
け
ら
れ
た
も



の
で
あ
っ
介
v

そ
し
て
、
一
」
心
芦
一
叶
の
昔
閉
的
凶
際
秩
序
慨
は
、
満
州
事
変
以
ハ
問
、
弘
、
仇
し
て
揺
ら
く
と
乙
は
な
か
っ
に
の

ー
も
つ
こ
点
、
結
果
か
ら
見
る
と
、
－
um外
父
を
迷
宮
L
T
J

」
た
め
に
政
党
政
治
家
へ
と
転
身

L
だ
芦
ペ
ゴ
の
試
み
は
成
功

L
江
か
っ
た
。

h
パニ

AFILAqじ
い
ト
い
に
尻
市
給
事
件
が
禿
中
、
事
件
は

E
千
一
町
平
に
よ
る
ん
τ而
街
中
に
＼
と
発
畏

L
、

本
の
仙
川
予
「l
u

問
中
、
川
〆

J

か
に
し

に
来
引
訴
杉
本
企
戸
川
は
、
普
通
約
百
際
秩
本
J
Z
2小
｛
疋
し
、

ア
ウ
ク
ル
忠
と
し
て
の
地
域
秩
所
建
設
を
は
指

γ
こ
と
を
官
一
司
す
る
に
主

る
か
う
で
あ
る

u
i
・
一
有
事
件
以
段
、
政
υl見
向
一
設
が
崩
壊
し
た
状
況
の
中
セ
、
士
だ
附
等
議
誌
の

人
に
叫
き
な
い
芦
伺
I

九は

ら
の
じ
ド
」
際
戎
治
綿
一
を
外
！
父
政
策
PL
反
映
さ
せ
作
る
よ
う
な
t

以
内
什
お
う
は
力
は
伝
か
っ

し
か
し
、
以
上
の
宇
一
χ
円
日
本
外
交
史
研
究
に
お
レ
て
芦
田
の
川
際
政
白
銀
を
探
ゐ
、
：
f
－
の
意
義
4
2
肘
一
一
か
も
減
少
さ
せ
る
も
の
で

は
よ
円
い

J
Gぜ
な
ら
、

前
山
間
期
に
形
成
き
れ
た
ム
町
田
の
同
際
政
治
叙
は
、

戦
佼
心
付
ー
父
論
に
も
少
な
か
ら
ね
野
肌
討
を
！
J
え
て
い
る
か
ら

亡
あ
る

ν

実
際
に
、
J

背
中
巴
誌
に
お
け
る
戦
手
放
東
条
収
C
M岬
釈
の
中
に
も
、
ま
チ
朝
鮮
戦
争
以
後
む
積
値
的
存
平
常
一
帯
一
C
中
に
も
、
外

交
官
時
代
以
中
心
政
μ仁
坊
は
化
と
集
団
安
全
保
以
（
U
m
h
念
を
対
問
見
る
こ
と
が

」
（
り
こ
と
は
、
的
判
hy欣
支
か
ら
内
不
備
へ
と

変
転
す
る
戦
絞
り
ル
h
M
L
の
外
交
論
を
川
汁
考
ず
る

つ
の
I
l
a－F
か
り
と
な
る
の
て
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
。
す
伝
わ
九
、
「
析
患
い
仏
、
ω
銃
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ア
か
、
三
円
片
山
両
論
の
旗
手

r
いスノ以内丸山

u

の
市
い
J
U
、
戦
争
違
法
化
乙
紫
団
安
全
保
阿
の
忠
之
の
連
続
問
吉
田
L
Lいし～

F
こも
r

に
よ
っ

て
、
戦
山
院
に
釘
け
る
芦
一
司
の
外
交
ヘ
酬
を
体
系
的
な
外
父
一
路
線
と
、

J

て
担
挺
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
ま
い
か
！
と
囚
わ
れ
る
の
で
あ
る

絞
り
町
の
芦
川
の
普
遍
的
M
門
際
刊
行
序
鋲
が

戦
時
期
を
経
て

戦
後
の
芦
司
の
外
交
論
に
ど
の
も
払
う
に
結
実
す
る
の
か
ピ

－P
A

、L

i
f山

v
t
v
v／

つ
い
に
は
一
プ
門
及
ず
る
い
一
と
が
む
き
な
か
っ
た
）
の
口
に
つ
い
て
は
ιr伎
の

し
て
、
改
め
て
論
じ
る
f
と
に

L
た
い
」

ヘ

p
f
r

も

ヘ
川
凶
）

一おぜ

合
樹
、
准
服
装
辰
巳
ー
ー
ー
三
；

rtρ
｜
｜
」
り
仁

Z私
wr

芦
川
門
均
一
転
投
町
村
山
ず
の
ね
が
外
交
｛
一
満
州
ヤ
こ
う
す
る
p

一
t
M
N
U州
J

秒
間

n

二
九
二
午
山
け
古
円
一
つ

［

f

同
り
「
転
校
則
の
わ
が
外
父
（
）
満
州
う
コ
i
況
へ
一
民
引
新
開
二
九
三
一
年
同
月
一
苛
「
1
1

とi

（！メ人民半、 Gi ＇ス17三l Gll '20¥0 ~， 



r日

ぺ部
F

U

川
町

（
巾
山
山
一
円
以
1

均
「
転
択
却
の
わ
が
れ
父
三
一
）
高
設
と
ー
一
王
れ
父
」
♂
刊
知
新
聞
二
九
二
二
年
同
月
一
ハ
「
に
て

一川町
F

門
戸
均
一
転
校
辺
町
わ
が
外
交
ヘ
F
7
n
h同
一
一
と
｝
一
王
外
父
ご
北
一
知
叶
庶
二
九
二
二
年
戸
月
一

L
日｝
C

ぺ

ω

F

J

〆
主
主
お
れ
も
主
』

2

－f
5

［

4
2
2
5九
｝

2

至
。
J

ご
件
、
〉
手
ミ
斗
喜
一
、
V
N
b
F
7～7
旬
川
戸
一

3

5

v
古
ト

Z
一川一
f

〉
之
さ
と
V
P
A

マ去、
i
r
N
ミ
忌

いひ～叫命、
p
h
b
c
h
E
P
υ
～
号
、
＼
h
G
h
p
〈

U
2
4
N
W
N
F
E
R
K
込
～
ペ
ト
会
元
同
町
、
と
＼
ト
／
£
ご
と
w
h
F
h
心的
h
N
J
J
（「
2
w
G〕
p

r
さ
ω）
ヂ

セ

〕

F
U
U

口
A
h

外
父
の
功
罪
的
u
t
じ
巻
能
r

サ

九

介

zu川
口
一
山
一
二
｛
H
J
つ

J、
円問

ヘ
川
）
芦
川
門
均

一山
v
H
J
C

一
山
一
昨
十

H
ヲ
メ
ー
カ
ー
ベ
中
、
飴
は
、
同
凶
際
堤
防
」
山
山
一
一
ず
る
小
同
日
m
H本
ァ
ヤ
r
L
A

二
十
九
泊
一
南
町
民
一
で
あ
る
満
州
閉
山
起
を
一
州
象
的
口
同
店
乙
l
てい問

J

ー
い
命
日
｝
｝
に
対
し
て
、
区
郊
の
み
ゲ
一
j
f舛
務
省
の
甲
で
も
川
陀
主
山
叫
m
vく
の
波
自
主
将
1

げ
し
打
八
一
切
↑
ん
治
、

L
J
K
に心古川市

F
る
F
4
1
t
l
J

す
で
三

、
い
る
と
り
説
法

2
折
帰
す
る
一
々
で
、
こ
ろ
｝
た
討
さ
に
反
対
「
る
章
一
F
h
と
1

－
て
、
連
（
U

E
郭
初
制
問
』
心
配
山
下
ル
」
制
一
一

J

、
「
芦
川
博

士山
L
、
同
時
、
円
明
凶
沼
C
吃
に
け
［
る
淀
川
川
公
結
果
九
一
桁
摘
し
、
朝
一
F

を
片
J

え
と
い
る
こ
奇
行
口
し
f
L

屯
る
ヌ

2
－一一
F

オ一時コ介／一
4
U丸

山
々
コ
4
2
4
ハV時

2
4
t
u
d日
2
d
叶
守
口
品
川
｛
ツ
ム
古
2
L
4
江戸
2
E
C『
ケ
ル

4
2刈
夕
、
ご
ミ
川
崎
、
町
民
、
P
N
h
O三
ν
。
＼
ミ
刊
、
～
よ
川
氏
、
R
H
F
N
R芯
匂

N
U
U
U一
1
4
L
N
h
p

～〉九

w
h
w

作いへ～比一〈
fv
応広一戸ね
E

P

］いぜ《九一ト心主
J

℃［
U

U

U
～

ヘ
同
一
一
市
臼
什
耐
え
府
政
昨
叫
ん
久
門
に
百
点
以
γ
円九
1

日
引
仙
川
小
」
工
川
リ
ト
ト
ん
に

U
M
父
、
九
九
九
）
一
六
一
山
二
六
打
｛
H

ぺ

（
川
一
川
円
引
、
一
六
八
古
ー
ペ
」

一郎
F

＋
門
戸
均
一
1

ノ

l
J
苛
j

ロ
y

」
仙
川
γ
d
h一
一
政
支
日
第
三
八
じ
ハ
ツ
一
一
札
一
九
一
月
日
一
一
ー
九
一
頁
c

ぺ

M

F

H
刷

、

七
f

もー一
H
O

（
町
一
川
引
、
一
ハ
－
h
（ょ

ヘ
川
川
）
い
陀
山

一MFV

巾
一
世
耐
え
批
ね
院
議
事
法
寸
浩
一
休
日
「
事
！
ヱ
～
り
J7
山
山
版
会
、
一
人
）
八
（
』
い
と
凶
荒

H
C

ヘ
町
一
一
市
川
小
刻
一
新
聞
F

一
川
一
一

4
月
凶
口
一
は
一
震
仔
山
午
能
ど
代
門
出
胃
痛
烈
に
収
苧
」
、
－
の
見
出
し
で
、

M
己
作

1

託
J4
日前同日

は
円
凶
氏
外
作
J

浪
C
色
、
小
一
刀
見
川
し
と
大
さ
ぐ
山
川
り
卜
け
た
ω

方
、
洋
一
際
市
川
押
エ

J

芸
者

D
m代
弁
巧
」

ν
て
戸
川
を
あ
虫
、

J

さ
ま
に
」
川
」
3
4
匂
報
道
J
L
あ
〉
～
弓
剥
都
新
聞
ん
一
三
J1i
一
月
一
八
？
」
、
円
出
均
関
係
人
ー
言
」
九
七
、
凶
立
川
九
百

M
Z店
主
的
vば
判
宝

日記 I、江主l前：1キ＇7tiJ6i2 [2υ1什日、



r

川九位）

一五
J

ん
一
一

4

戸
川
二
五
口
ぶ
衣
持
者
戸
相
対
誹
介
総
知
事
公
竹
川
外
持
大
一
2
M
M

也
端
、
「
巾
川
県
以
九
百
明
一
係
維
件

んL

ヘ
何
時
州
内
苦
外
交
川
市
川
市
町
市
崎
、
外
投
《
ょ
に
川
河
J

V

凶
ご
】
合
c

ペ

ロ

一

生

4

日
二
十
和
日
付

i

一
日
外
お
し
人
い
光
対
有
江
川
出
川
川
口
れ
宛
i
町M
防
、
前
川

τ安
前
役
引
出
川
町
…
芦
田
一
際
訳
出
社
人
フ
H

伝
的
関

係

市

二
M

本
二
外
橋
中
日
と
ん
史
料
治
川
崎
、
れ
ノ
務
省
コ
l
門付

k
y

】｛

C

「
出
口
］
一

一
日
、
－
て
い
庁
副
口
珂
布
一
方
一
一
年
汀
（
ヘ
口
＼

一
mv
吉
見
帝
国
一
議
会
！
笠
一
む
h
目
前
半
出
記
涼
一
ペ
ル
ー
ハ
ヰ
え

J

ヘ
山
一
政
ム
へ
ん
耳
目
の
mk
凶
品
凶
の
同
円
相
ヒ
に
よ
れ
ば
、
前
六
同
議
会
亡
心
協
調
〆
議
会
終

fF安
心
総
辞
職
、

2
ら
に
は
政
友
会
へ
の
は
惟
J
W

伐
の
取

引
を
民
災
L
て
レ
片
江
父
会
幹
部
以
、
芦
川
円
心
質
日
寸
仏
川
辺
引
に
げ
4
J
A

川
制
作
也
化
寸
－
4
と
出
町
に
一
一
れ
ヨ
取
消
さ
ー
め
～
と
し
う
へ
肥
日
出
v

ィ円
J

司｛り川

山県

f
L
h
f
r
’
勺
す
わ
が
歩
み
1

J

t

臨

L

凶
ム
古
川
信
引
、
九
行
力
年
、
一
一
一
向
円
、
三
多
出
一
ド
ド
弘
前
、
と
の
時
山
川
の
以
主
人
お
の
動
向
に
問

L
て
、
杭

1々
0

パ

砕

宇

田

孜
7

一
問
到
の
政
ペ
リ
｜
｜
↓
日
立
政
友
会
」
斉
藤
内
問
｜
｜
一

ι

一
学
件
付
誌
第
八
ハ
漏
第
九
守
一
山
H
同
版
社
、

九
七
七
L
九
日
付
♂
川
一
f

七
七
U
H
Z
Y
f

一安川

一
目
、
一
一
一
円
「
に
一
郎
一
同
砕
流
域
内
公
到
こ
「
1

本
心
知
識
ヘ
」
日
号
γ
八
J
5
1て
ク
7

－
J
一
部
へ
寸
先
F

討
論
社
、
一
ー
ペ
仁
凶
作
十
一
一
九
二
凶

口
、
川
一
日
木
に
お
」
れ
る
「
地
域
土
義
」
の
概
念
ナ
ン
ゴ
ナ
日
f
J
A

及
C
晶子山
J

］
長
乙
幻
自
立
に
つ
h

L

心
匡
史
的
、
小
判
一
一
川

辺
代
い
引
が
勾
戦
ノ
ず
と
い
叫
治
岩
川
市
、
喜
作

J

、

h
h
p

七
倍
）
八
一
九
｛
一
二
札
｛
司
、
を
参
川
忠
、
地
成

1
十
九
り
八
允
相
は
パ
（
／
一
’
代
オ
っ
一

ム7
市山
1
－e

満
町
市
交
u
f
j引
人
探
〉
し
て
凶
h
h

義
か
ぶ
れ
設
丁
一
元
へ
L

国
軍
有
序
引
似
品
古
単
線
的
？
変
化
し
に
凱
で
は
な
く

e

囚
浮
土
責
点
一
見
設

ττη
柁
述
は
相
対
的
な
J

3

3

3

と
さ
も
J

U

叶品
iFる
研
究
も
あ
る
奈
川
促
k
出
時
河
村
山
U
ぶ
の
－
国
際
ド
工
、
我
日
一
油
J
J
＋
高

H
古

川ν
h
ゅ
ん
第
ー
ハ
凹

t
号
、
二
U
、
リ
イ
？
阿
見
、

1
1
九
i

八
μ
古パ））

一山
F

M

肌

rvhよ
岬
去
に
つ
い
ご
、
副
拐
、
一
谷
よ
今
郊
沼
田
際
環
出
口
凡
の
変
勃
と
口
本
山
知
北
ι

人
一
一
一
（
）
二
十
店
民
、
ロ
一
析
久
L

－一京、

生
協
川
μ

リ
刊
誌
一
際
山
政
選
、
尼
附
丹
実
、
加
川
宗
門
の
場
ヘ
ロ
二
心
的
公
R
m
h
T
本
（
り
九

t
L
’L
l

代

日

け

内

1
y
｝
札
か
う

一
杉
流
什
、

h
パ
八
、
午
）
凶
九

k
九
Jphか
谷
山
内
、
三
一
、
蛾
ル
刊
の
戦
徒
日
議
論
に

c
で
触
h
v
h
L
ふ
れ
こ
し
て
、
倒
ハ
出
町
市

1

東
川
協
川
い
体

論

カ

L
J
J
r
代
化
論
＼
一
同
「
近
代
日
ぷ

2
2際
秩
序
論

n

一、
h
波
書
庁
刷
、
一
一
ノ
い
（

FI一
九
九
向
日
一
ケ
一
芸
問
、

一
mv
京
掲
、
一
ご
廿
ん
一
日
「
川
際
国
境
（
U
－yr町
L

己
主
川
知
誠
人
一
二
十
九
何
（
二
五
十
川
目
、
戸
一
山
持
、
石
橋
久
志
「
東
日
ヰ
協
日
休
論
一
蝶

仁ド i主JG*I民政＜＇1~5' ーノC:.'

百
問
、
答
牟
明
係
一
信
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r日

山
政
選
、
品
川
秀
系
、
羽
州
七
の
場
合
五
I

ハ
｛
わ
じ
占
ヲ
を

tumυ

（
山
川
一
言
問
、
六
五
均
「
孤

υ
件
y

父
勾
転
換
L

一
九
九
よ
ゴ
ハ
ロ
｛
司
）

一m
p
Mド
出
合
E
M
C間
口
か
h
J
同
州
事
曳
ん
に
一
批
ι
z
h
L
h
j
知
誠
へ
と
し
亡
、
別

1
ば
ん
入
門
出
甲
山
維
が
常
、

t
b
むム
V

L
百
一
尚
、
二
谷
よ
一
郎
一
円
沼

環
境
円
安
時
三
日
伐
の
辺
誠
人
同
＝
山
七
豆
、
前
担
竹
山
佳
彦
一
日
本
政
治
史
心
巾
の
日
成
人
b

上
岳
、
一
叫
三
｛
で
J
1を

き
向
て

ヘ
川
以
）
前
向
、
六
日
均
一
日
京
外
父
小
V

功山
r

H

出
一
百

一
mv
［f
同
り
「
寸
l

界
M
M
Z川
九
五
加
り
弔
鐙
中
山
叱
公
ハ
川
市
内
一
八
科
品
八
1
7
J

打
二
一
泊
八
月
）
f

パ
一
一
吉
J

一
山
一
同

F

山
、
ー
ハ
利
五

J

（
仰
い
戸
｝
九
一

ι
に
外
務
人
一
）
訪
出
，
諸
問
乙

L
L辺
守
さ
い
仏
に
川
甜
存
品
有
ノ
円
以
た
の
に
河
ぺ
F
M

！
円
に
抗
江
守
d

」
芦
州
は
、
一
引
い
効
北
川
則
及
マ
也
市
川

金
三
一
暗
に
悶
ず
る
法
律
妄
」
日
つ
い
て
法
山
町
制
己
保
内
知
山
で
や
朱
保
ぷ
心
一
よ
り
ヘ

1
9間
足
。
J

ム
心
遣
動
起
る
こ
L

あ
る
場

k
ょ
に
対

J

て
は
F
A
H

法
俸
は

J

宮
市
ヨ
ズ
一
る
こ
と
一
士
山
明
日
工
J

ぺ
き
と
品
じ
一
帝
国
V
H
H州
政
策
関
係
判
洋
通
首
音
一
誌
λ
吹い
H
H
へ
ハ
関
係
議
事
問
話
約
九
告
、
外

政
省
丹
十
八
人
史
判
箱
崎
必
、
外
持
官
記
録
申
二
｝
ム
去
、
司
法
来
日
取
点
、
何
に
一
品
川
〕
U
G
子一品一勺
1
h
、
当
片
山
是
完
成
刊
に
刈
う
／
て
、
「
散
も
一
一

J

れ

は
日
界
の
が

J

京
ば
、
は
給

μー
ん
の
絞
渋
に
依
っ

γFrノ
外
ば
な
い
の
で
あ
る
古
ふ
や

7
u
c
b
村
山
市
川
り
一
、
也
間
以
情
主
制
観
察
に
仰
な
二
～
出

る
わ
ろ
に
ヰ
祭
L
L再
る
の
γ

」
の
り
ま
す
、
此
バ
に
叶
亡
は
ヘ
γ
川
一
い
は
苓
少
且
ハ
一
前
～
ユ
サ
〉

L
M
る
の
で
〈
い
士
ず
一

ι注
ぺ

ι

ヘ
「
帯
一
川
議
ム
百
衆

玖
院
議
事
連
ュ
出
品
』
位
、
京
示
れ
J

出
版
会
、
九
八
川
公
、
川
九
六
口
、
一
〔
ヱ
～
、
↓

h
一
戦
争
f

向
一
伎
の
「
貿
易
及
聞
係
拝
業
刀
訓
杭
川
市
問
ず

る
け
い
往
来
一
心
神
誌
の
尽
に
も
、
一

H
木
心
ゃ
い
「
に
出
心
十
コ
山
三
／
に
ノ
＼
外
国
内
場
ァ
之
内
に
依
存
L
P
山口
F
Q
同
に
H
r
p
h

は
、
統
制
を
詰
化
l
て

段
々
は
い
州

J

［
日
ん
の
ん
向
に
削
J

二
｝
は
、
必
山
町
し
い
円
済
的
U
M
ね
立
は
お
る
こ
J
K
J
r
E
院
す
£
の
で
あ
一
三
日
」
掃
し
て
い
毛
一
帝
国
一
議
会
京
設
定

一
一
主
ド
山
保
亘
伝
』
叫
、
山
斗
主
八
J

出

版

会

、

九

人

凹

土

、

一

fi巳一三「

ヘ
m）
芦
川
門
均
一
時
間
入
ロ
カ
ル
ノ
の
な
告
外
父
河
北
｝
間
六
？
「
〕
一
り
へ
ん
↓
一
h
J

一
凶
ぜ
［
f

同
ヲ
一
斗
代
目
界
札
父
一
問
題
併
説
「
タ
J
r
A

ス
山
山
版
州
、
一

ι一
二
作
）

ヘ凶一

H

門
出
均
一
成
午
果
た

1
て
一
也
る
引
の
γ

J

出
景
況
の
利
主
問
詳
」
政
代
”
山
市

（
向
山
｝
汁
則
、
八
山
H
r
d

一
、
凶
）
収
却
は
、
？
ノ
凶
く
六
人
山

V
2時
、
川
山
本
同
市

J、
円問

1二
川｜｜

十

CJ 

可

一
j

糸
ぷ
川
一
斗
ハ

J
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